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市の人口●129，531人（＋38人） 
市の世帯数●54，493世帯（＋481世帯） 
 平成２３年１１月１日現在（　）は前年同月との増減 
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●１２月４日～１０日は人権週間（8面） 

●ざまインフォメーション（6・7面） 

●人事行政の運営状況（4・5面） 

●みんなの健康（3面） 

●市政功労者・技能功労者等表彰（2面） 
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神奈川県座間市 

秋田県大仙市 

写真は日本三大火祭りのひとつ「松明あかし」 
福島県須賀川市 

写真は日本三大花火大会のひとつ「大曲の花火」 

　

市
で
は
、
十
一
月
三
日
の
市
制
施
行
四
十
周
年
の
記
念
式
典
の
際
に
、
こ
れ

ま
で
都
市
間
交
流
を
進
め
て
い
る
福
島
県
須
賀
川
市
と
、
災
害
が
発
生
し
た
際

に
協
力
し
合
い
、
応
急
対
策
や
復
旧
対
策
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、
災
害
時

相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
す
で
に
市
で
は
、
平
成
十
七
年
に
秋
田
県
大
仙
市
と
も
同
協
定
を
締

結
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
で
は
こ
の
協
定
を
契
機
と
し
な
が
ら
須
賀
川
市
と
災
害
時
の

相
互
応
援
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
の
親
交
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　
　
　
　
　

災
害
時
相
互
応
援
協
定
に
つ
い
て　

安
全
防
災
課

1
０
４
６（
２
５
２
）７
３
９
５

5
０
４
６（
２
５
２
）７
７
７
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
賀
川
市
と
の
交
流
に
つ
い
て　

市
民
協
働
課

1
０
４
６（
２
５
２
）８
０
３
５

5
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

　市では、市民などで構成している国内友好都市検討委員会（現：推
進委員会）が福島県須賀川市を友好都市候補地としたのを受け、友好
関係を深め、交流を進めてきました。そのような中で今回、東日本大
震災が発生したことから、災害時における相互応援協定の話が進みま
した。ここでは、これまでの座間
市と須賀川市の交流について、紹
介します。

◆座間市の市民ふるさとまつりな
どのイベントや須賀川市の産業フ
ェスティバルでお互いに地元物産
品を販売し、相互のＰＲに努めて
います。

◆座間市の市民芸術祭で須賀川市
民の俳句、短歌、川柳の作品を展
示し、文化交流を進めています。

◆座間市内の店舗で須賀川市の農
産物の直販を行いました。
　また、本年は風評被害対策とし
ても、各イベントで積極的に農産
物の直販を実施しています。

◆東日本大震災の発生に伴い、須
賀川市にペットボトルやアルファ
化米などの救援物資を３度輸送し
ました。
　また、座間市職員を派遣し、災
害復興業務に当たらせています。

◆須賀川市が「松明あかし」で使
用するカヤの入手が難しくなった
ことから、市内のカヤを集め、須
賀川市に送りました。

協定を締結し握手する遠藤座間市長（写真左）と橋本須賀川市長（写真右）

希望者への広報紙の戸別配布を実施中
※新聞を購読されている方には、新聞に折り込まれます

○届かない場合　（株）かなしんサービス　7０１２０（１１１）４２９（無料）
○新規のお申し込み　申込専用電話　1０４６（２５２）８６８４（広報広聴人権課）

市マスコットキャラ
クター「ざまりん」

ま
ち
と
ま
ち
と
の
助
け
合
い

ま
ち
と
ま
ち
と
の
助
け
合
い 

ま
ち
と
ま
ち
と
の
助
け
合
い

ま
ち
と
ま
ち
と
の
助
け
合
い 

ま
ち
と
ま
ち
と
の
助
け
合
い 

〜
須
賀
川
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結

大仙市、須賀川市と結んだこの
協定は、大地震などの災害によ
ってどちらかの市が被災した際、
もう一方の市が食料などの物資
援助や職員の派遣などの応援活
動を実施することを取り決めた
ものなんだ。

これまでの座間市と須賀川市との交流これまでの座間市と須賀川市との交流これまでの座間市と須賀川市との交流

ざざままりりんんのの「「ここれれっってて何何？？」」～～災災害害時時相相互互応応援援協協定定～～

座間市が災害時相互
応援協定を締結した
２つの自治体

〜
須
賀
川
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結

〜
須
賀
川
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
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菊
薫
る
十
一
月
三
日
「
文
化
の
日
」
に
座
間
市
制
施
行
四
十
周
年
記
念
式
典
が

開
催
さ
れ
、各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
市
政
功
労
者
九
人
・
二
団
体
が
表
彰
さ
れ
、

八
人
・
三
団
体
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
年
度
は
四
十
周
年

を
記
念
し
、
特
別
功
労
表
彰
が
二
人
に
、
感
謝
状
が
五
人
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
、
技
能
功
労
者
等
表
彰
が
行
わ
れ
、
技
能
功
労
者
三
人
と
優
良
従

業
員
一
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
（
敬
称
略
）
。

担
当　

市
政
功
労
者
表
彰
・
感
謝
状
贈
呈
に
つ
い
て

秘
書
課　
　
　

1
０
４
６（
２
５
２
）７
５
４
４　

5
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

技
能
功
労
者
等
表
彰
に
つ
い
て　

商
工
観
光
課　

1
０
４
６（
２
５
２
）７
６
０
４　

5
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

【
技
能
功
労
者
】

○
駒
木
喜
七
（
海
老
名
市
下
今

泉
二
丁
目
）

○
古
室
貞
由
（
相
模
が
丘
一
丁

目
）

○
山
田
栄（
栗
原
中
央
三
丁
目
）

　

＝
以
上
、
卓
越
し
た
技
能
者

と
し
て
他
の
模
範
と
な
り
、

後
進
の
指
導
と
育
成
に
寄
与

【
優
良
従
業
員
】

○
加
藤
延
昭
（
厚
木
市
山
際
）

　

＝
優
れ
た
従
業
員
と
し
て
他

の
模
範
と
な
り
、
後
進
の
指

導
と
育
成
に
寄
与
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今回受賞された皆さん

○
飯
島
明
子
（
入
谷
五
丁
目
）

＝
社
会
教
育
の
振
興
に
尽
力

さ
れ
、
市
政
の
進
展
に
寄
与

○
香
取
利
男
（
座
間
一
丁
目
）

＝
選
挙
の
公
正
な
管
理
執
行

に
尽
力
さ
れ
、
市
政
の
進
展

に
寄
与

○
瀬
野
浦
洋（
東
京
都
板
橋
区
）

○
田
所
政
憲
（
横
浜
市
泉
区
）

＝
以
上
、
学
校
保
健
の
充
実

に
尽
力
さ
れ
、
市
政
の
進
展

に
寄
与

○
吉
山
誠
（
小
松
原
一
丁
目
）

＝
防
火
防
災
の
推
進
な
ど
消

防
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
市
政

の
進
展
に
寄
与

○
長
井
渉
（
ひ
ば
り
が
丘
二
丁

目
）

○
松
下
博
治
（
入
谷
五
丁
目
）

＝
以
上
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
教
室
に
お
い
て
、
卓
球
の

指
導
・
育
成
に
尽
力
さ
れ
、

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上

に
寄
与

○
石
渡
ヒ
サ
子（
東
原
四
丁
目
）

○
久
森
光
子
（
東
原
四
丁
目
）

＝
以
上
、花
壇
の
維
持
管
理
、

植
栽
活
動
な
ど
に
献
身
的
に

活
動
さ
れ
、
地
域
の
環
境
美

化
の
向
上
に
寄
与

○
座
間
の
ホ
タ
ル
を
守
る
会

（
緑
ケ
丘
二
丁
目
）
＝
座
間

の
ホ
タ
ル
を
守
る
た
め
、
目

久
尻
川
の
清
掃
活
動
に
尽
力

さ
れ
、
水
辺
環
境
の
整
備
に

寄
与

○
青
田
大
三
（
ひ
ば
り
が
丘
一

丁
目
）

○
青
田
延
隆（
横
浜
市
青
葉
区
）

＝
以
上
、
社
会
福
祉
に
対
す

る
深
い
理
解
を
も
っ
て
貴
重

な
浄
財
を
寄
附
さ
れ
、
市
政

の
進
展
に
寄
与

○
（
故
）
江
成
リ
ン
（
入
谷
三

丁
目
）
＝
学
校
教
育
に
対
す

る
深
い
理
解
を
も
っ
て
貴
重

な
浄
財
を
寄
附
さ
れ
、
市
政

の
進
展
に
寄
与

○
オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
エ
ナ
ジ

ー
サ
プ
ラ
イ
株
式
会
社
（
広

野
台
二
丁
目
）
＝
市
の
環
境

政
策
に
対
す
る
深
い
理
解
を

も
っ
て
貴
重
な
浄
財
を
寄
附

さ
れ
、
市
政
の
進
展
に
寄
与

○
濱
島
朗
（
伊
勢
原
市
池
端
）

＝
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
対
す
る

深
い
理
解
を
も
っ
て
貴
重
な

土
地
を
寄
附
さ
れ
、
市
政
の

進
展
に
寄
与

○
三
蔵
商
事
株
式
会
社
（
東
原

三
丁
目
）
＝
社
会
福
祉
に
対

す
る
深
い
理
解
を
も
っ
て
貴

重
な
浄
財
を
寄
附
さ
れ
、
市

政
の
進
展
に
寄
与

【
市
民
生
活
関
係
】

○
川
邉
一
豊（
緑
ケ
丘
一
丁
目
）

＝
地
域
自
治
活
動
の
推
進
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
と
地
域
社

会
の
発
展
に
寄
与

○
交
通
安
全
劇
場
（
相
武
台
二

丁
目
）
＝
団
員
に
よ
る
手
作

り
の
安
全
劇
と
人
形
劇
の
上

演
活
動
に
よ
り
、
交
通
安
全

教
育
の
推
進
に
寄
与　
　

○
パ
ト
ロ
ー
ル
相
模
が
丘　

の
４６

会
（
相
模
が
丘
四
丁
目
）
＝

自
主
防
犯
活
動
を
幅
広
く
展

開
さ
れ
、
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
寄
与

【
都
市
環
境
関
係
】

○
大
矢
憲
一（
南
栗
原
四
丁
目
）

＝
座
間
の
大
凧
の
伝
統
技
術

の
継
承
に
取
り
組
ま
れ
、
伝

統
文
化
の
向
上
に
寄
与

【
教
育
文
化
関
係
】

○
鈴
木
茂
（
入
谷
一
丁
目
）
＝

【
行
政
関
係
】

○
澤
田
章
（
入
谷
五
丁
目
）
＝

農
業
委
員
と
し
て
都
市
農
業

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
、
市
政

の
進
展
に
寄
与

【
社
会
福
祉
関
係
】

○
青
木
友
子
（
相
模
が
丘
二
丁

目
）

○
片
野
紀
子（
相
武
台
四
丁
目
）

○
加
藤
幸
子
（
栗
原
）　

○
曽
根
多
鶴
子
（
栗
原
中
央
一

丁
目
）
＝
以
上
、
民
生
委
員

児
童
委
員
と
し
て
地
域
福
祉

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
市
政

の
進
展
に
寄
与

【
消
防
関
係
】

○
小
多
喜
正
範
（
相
模
が
丘
三

丁
目
）
＝
消
防
団
分
団
長
と

し
て
防
火
防
災
の
推
進
に
尽

力
さ
れ
、
市
民
生
活
の
安
全

に
寄
与

○
井
上
春
雄
（
栗
原
中
央
一
丁

目
）
＝
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
醸
成
役
と
な
り
地
域
活
性

化
と
福
祉
推
進
に
尽
力
さ
れ
、

市
政
の
進
展
に
寄
与

○
森
田
源
養（
相
武
台
一
丁
目
）

＝
地
域
社
会
福
祉
の
推
進
や

教
育
環
境
整
備
に
尽
力
さ
れ
、

一
般
表
彰

一
般
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広報ざま【座間市のお知らせ】No.８９５　　平成２３年（２０１１年）１２月１日●３ 

担当　健康づくり課 　1046（252）7225　5046（255）3550

7０１２０（８６７）８６０（通話料無料）
※携帯電話・ＰＨＳ・ＩＰ電話からは  
1０３（３２３４）２０２６へ、聴覚障がい者は専用ファクス
5０３（３２３０）１１９９へ（通話・通信料発信者負担）。
担当 医療課　1０４６（２５２）７２９５　5０４６（２５２）７０４３

座間市２４時間健康電話相談2

▽とき＝１２月１３日（火）午後１時～２時▽ところ＝市
民健康センター▽対象＝平成２０年６月生まれ▽持ち物
＝母子健康手帳

▽とき＝①１２月９日②１６日いず
れも金曜日午前９時３０分～１０時
３０分▽ところ＝①ひばりが丘南
児童館②市民健康センター▽内
容＝身体測定と食事・発育状態・
育児の相談▽持ち物＝母子健康
手帳▽申込方法＝直接会場へ

▽とき＝１２月１５日（木）午前１０時～１１時３０分▽ところ
＝市民健康センター▽内容＝離乳食の作り方・すすめ
方、育児や予防接種について▽対象＝おおむね５カ月
～６カ月児とその保護者（これから離乳食を始める赤
ちゃん）▽定員＝３０人（申込順）▽持ち物＝母子健康
手帳、ティースプーン▽申込方法＝電話予約

持ちになり受診してください。

▽とき＝１２月１２日（月）午前９時１５分～９時３５分受け
付け▽ところ＝市民健康センター▽内容＝むし歯予防
について▽対象＝１歳～１歳１カ月児（第１子に限る）
▽定員＝２３人（申込順）▽持ち物＝母子健康手帳、歯ブ
ラシ、コップ▽申込方法＝電話予約

◆内科▽とき＝随時▽ところ＝指定医療機関▽対象＝
平成２２年５月生まれ◆歯科▽とき＝１２月７日、１４日い
ずれも水曜日午前９時３０分～１０時３０分▽ところ＝市民
健康センター▽対象＝平成２２年４月生まれ

▽とき＝１２月２１日（水）午後１時～２時受け付け▽と
ころ＝市民健康センター▽内容＝歯科健診、予防処置
と育児相談など（費用は５６０円で希望者に実施）▽対象
＝平成２１年１１月生まれ▽持ち物＝母子健康手帳、歯ブ
ラシ▽申込方法＝直接会場へ※事前通知はしませんの
でご注意ください。

▽とき＝①１２月１日（木）②９日（金）午後１時１５分
～２時１５分受け付け（時間厳守）▽ところ＝市民健康
センター▽対象＝①平成２３年８月②平成２３年９月生ま
れ（対象者には個人通知します）と対象月に受けられ
なかった６カ月未満児

▽とき＝１２月２０日（火）午後１時～２時▽ところ＝市
民健康センター▽対象＝平成２３年８月生まれ

　市では、指定医療機関を定め、無料で健康診査を実
施しています。対象者には個人通知をしますので、あ
らかじめ医療機関に電話連絡の上、母子健康手帳をお

ＢＣＧ接種

育児相談

１歳６カ月児健康診査

２歳児歯科健康診査 赤ちゃん教室

※聴覚障がい者専用問い合わせ先　5０４６（２５１）５２６３
※救急診療は、急病で困ったときにご利用ください。
※基本的に救急診療は応急処置を行いますので、後日かかりつけの病院などで必ず診察を受けてください。
※電話をかける場合は電話番号をお確かめの上、お間違えのないようご注意ください。

救急診療 担当　医療課　1046(２５２)７２９５　5046(２５２)７０４３

◆深　夜

診療時間診療場所診療科目
午後１０時～翌日午前８時消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９でご確認ください。内科・外科
午後１０時～翌日午前７時
（重病の場合は午前８時）

小児救急情報センター1０４６（２５５）９９３３でご確認ください。
小児科

（外科系を除く）

◆夜　間
受付時間診療場所電話番号診療科目

月曜～金曜日　　：午後７時～９時４５分
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時４５分

休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５２）９０９０内　科

午後６時～１０時（診療時間）消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９でご確認ください。外　科
月曜～金曜日　　：午後７時～９時４５分
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時４５分

休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５５）９９３３小児科
（外科系を除く）

◆休日（日曜日・祝日）昼間

受付時間診療場所電話番号診療科目
午前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分休日急患センター

（市民健康センター１階）
1０４６（２５２）９０９０内　科

午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分1０４６（２５２）８２１７歯　科
午前９時～１１時３０分、午後１時３０分～４時３０分相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野）1０４２（７５６）９０００耳鼻咽喉科
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間）消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９でご確認ください。外科・婦人科・眼科

午前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分
休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５５）９９３３小児科
（外科系を除く）

８～１０カ月児健康診査

４カ月児健康診査

１歳児歯っぴいバースデー（むし歯予防）教室

○対　象　知的障がいまたは身体障がいの状態
にある児童を養育している父母など

○申込方法　直接担当へ
※支給要件と所得制限があります。
担当　　　　　　　　　　　　　子育て支援課

1０４６（２５２）７２０１　5０４６（２５２）７０４３

障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当）））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））
障がい児のための手当障がい児のための手当
（特別児童扶養手当）（特別児童扶養手当）

　母子・寡婦・父母のいない家庭などの子ども
が安心して修学できるように、無利子で修学資
金や就学支度資金などを貸し付ける制度があり
ます。
　ご希望の方は、事前に担当にご相談ください
（要電話予約。３月末までに貸し付けが必要な
方は、平成２４年２月２０日（月）までに申請）。
○修学資金　高等学校（専修を含む）、大学（短
大を含む）、専門学校へ修学するために必要
な資金（月額１８，０００円～５４，０００円）
○就学支度資金　高等学校（専修を含む）、大
学（短大を含む）、専門学校などの入学に必
要な資金（１５０，０００円～５８０，０００円）
○申請時に必要なもの　合格通知書、必要経費
の内訳が確認できる資料、連帯保証人の印鑑
登録証明書、児童扶養手当証書

担当　　　　　　　　　　　　　子育て支援課
1０４６（２５２）７２０１　5０４６（２５２）７０４３

母母母母母母母母母母母母母母母子子子子子子子子子子子子子子子家家家家家家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭なななななななななななななななどどどどどどどどどどどどどどどへへへへへへへへへへへへへへへののののののののののののののの
福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉資資資資資資資資資資資資資資資金金金金金金金金金金金金金金金貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸ししししししししししししししし付付付付付付付付付付付付付付付けけけけけけけけけけけけけけけ

【母子家庭日常生活支援事業】
　母子・父子家庭、寡婦の皆さんが、病気など
で日常の家事や育児などにお困りのとき、支援
員が身の回りのお世話をする制度です。
○派遣事由　技能修得のための通学や就職活動、
または病気や看護、冠婚葬祭など社会通念上
必要と認められる事由があるとき
　※利用には所得制限があります。
○お手伝いの内容　乳幼児の保育、食事の世話、
身の回りの世話、生活必需品などの買い物、
住居の掃除など
○派遣期間　原則として同一世帯で年間１０日以
　内
○費　用　世帯所得により、一定費用負担あり
○申込方法　電話で担当へ
【家庭生活支援員募集】
○資　格　ホームヘルパー３級以上、または保
育士、幼稚園教諭、教員などの有資格者
※手伝いをした支援員には手当を支給します。
※家庭生活支援員についての問い合わせや登録
は担当にご連絡ください。
担当　　　　　　　　　　　　　子育て支援課

1０４６（２５２）７２０１　5０４６（２５２）７０４３

母母子子家家庭庭等等日日常常生生活活
支支援援事事業業ののごご案案内内

３歳６カ月児健康診査

○対　象　両親の離婚や父・母の死亡（遺族年
金受給者は除く）などによって父または母と
生計を同じくしていない１８歳未満の児童を養
育しているひとり親家庭など

○申込方法　直接担当へ
※支給要件と所得制限があります。
担当　　　　　　　　　　　　　子育て支援課

1０４６（２５２）７２０１　5０４６（２５２）７０４３

ひとり親家庭のためのひとり親家庭のための
手当（児童扶養手当）手当（児童扶養手当）

【特定健康診査】
　現在行われている市の特定健康診査は、平成
２４年３月３１日まで実施します。対象者には６月
中旬に受診券と健診票を送付しています。
○対　象　平成２３年４月１日から引き続き現在
まで国民健康保険に加入している４０歳～７４歳
の方
○受診方法　受診券・健診票と保険証を指定医
療機関に提出（市への申し込みは不要） 
※受診券を紛失した方は、再発行しますので
担当にご連絡ください。また、平成２３年４月
１日以降に国民健康保険に加入して、今年度
まだ健康診査を受診していない方は、担当に
お申し出ください。 
※医療機関によっては希望日に受診できない場
合がありますので、事前に確認してください。
【特定保健指導】
　健診の結果、メタボリックシンドロームなど
による生活習慣病のおそれがある方には、約２
カ月後に市から送付する特定健康診査の結果通
知表と共に、特定保健指導の案内をお届けしま
す。特定保健指導では、生活習慣病の予防や改
善について保健師などの支援が受けられます。
同案内をご覧の上、お申し込みください。
担当　　　　　　　　　　　　　　国保年金課

1０４６（２５２）７６７２　5０４６（２５２）７０４３

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中



  ZAMA

広報ざま【座間市のお知らせ】No.８９５　　平成２３年（２０１１年）１２月１日●４ 

ZAMA

広報ざま【座間市のお知らせ】No.８９５　　平成２３年（２０１１年）１２月１日●５ 

１ 職員の任免および職員数等に関する状況
（１）職員定数および職員数の推移（各年４月１日現在）

８００ 

８２０ 

８４０ 

８６０ 

８８０ 

９００ 

９２０ 

９４０ 

９６０ 

９８０ 

１０００ 

昭
和
５８
年 

平
成
１９
年 

平
成
２０
年 

平
成
２１
年 

平
成
２３
年 

平
成
２２
年 

職員定数 

職員数 

（人） ９９６ 

９８０ 

９２６ 

８６０ 

９２６ 

８４５ 

９２６ 

８２８ 

９２６ 

８２２ 

８４７ 

８１４ 

９９６ 

９８０ 

９２６ 

８６０ 

９２６ 

８４５ 

９２６ 

８２８ 

９２６ 

８２２ 

８４７ 

８１４ 

※職員定数とは、市の部局などに勤務する職員の任用できる限度を条例で定めたものです。

（５）退職者の状況（平成２２年度）
合　計その他自己都合退職勧奨退職定年退職
３５人２人１６人０人１７人行　政　職
２人０人１人０人１人技能労務職
３７人２人１７人０人１８人合　　　計

※退職には、①定年退職：定年（原則６０歳）により退職する場合②勧奨退職：人事管理上の
目的から職員に退職勧奨を行い、これに応じて退職する場合③自己都合退職：本人の都合に
より退職する場合④その他：死亡による退職などの事由があります。

　市では、「職員の給与や勤務条件などの人事行政の運営状況」を、
その公正性と透明性を高めることを目的に公表しています。このたび、
その内容がまとまりましたので、市民の皆さんにお知らせします。な
お、さらに詳しい内容については、市ホームページのほか、市役所４
階職員課、各出張所でもご覧いただくことができます。
担当 職員課　1０４６（２５２）７９１１　5０４６（２５５）３５５０

　③地域手当（平成２３年４月１日現在）
　　地域手当は、地域における民間の賃金水準を基礎とし、地域における物価などを考慮し
て支給する手当です。

１９３，４０２千円支給実績（平成２２年度普通会計決算）
２５９，９４９円支給職員１人当たりの平均支給年額（平成２２年度普通会計決算）

国の制度（支給率）支給対象職員数支給率支給対象地域
６％７４４人６％全地域

（２）部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）

主　な　増　減　理　由対前年
増減数

職　員　数区分
部門 平成２３年平成２２年

組織機構改革によるスポーツ関連の移管

欠員補充
組織機構改革による
組織機構改革による
欠員補充
組織機構改革による

７

１
１
△１
１
△４

７
１４３
４０
１５０
９５
６
６
４９

７
１３６
４０
１４９
９４
７
５
 ５３

議　会
総　務
税　務
民　生
衛　生
農　林
商　工
土　木

一
般
行
政

普
通
会
計

〈参考〉人口１万人当たり職員数 � ３８．７人５４９６４９１計
組織機構改革による△１１９５１０６教　育
欠員不補充△１１４６１４７消　防
〈参考〉人口１万人当たり職員数 � ５７．５人△７７３７７４４小　計
組織機構改革による
組織機構改革による
欠員補充

△１
△１
１

３０
１２
３５

 ３１
 １３
 ３４

水　道
下水道
その他

公
営
企
業
等

会
計

△１７７ ７８小　計

〈参考〉人口１万人当たり職員数 � ６３．６人△８８１４
［８４７］

８２２
［９２６］合　　計

※職員数には教育長が含まれていません。［　　］内は、職員定数の合計です。

２ 職員の給与の状況
（１）人件費の状況
　人件費とは職員に支給される給与のほか、特別職に支給される給料等、職員が加入している
地方共済組合に事業主として支払う負担金などを合計したものです。 ���� （普通会計決算）

（参考）
２２年度の
人件費率

人件費率
Ｂ／Ａ

人件費
Ｂ実質収支歳出額

Ａ
住民基本台帳人口
（平成２２年度末）区分

２１．６％２０．５％７，０８７，５７５千円８５２，６５６千円３４，６１２，２４９千円１２８，０６７人２２年度

（２）職員給与費の状況 ��������������������� （普通会計決算）
一人当たり
給与費
Ｂ／Ａ

給　　　　与　　　　費職員数
Ａ区分

計　Ｂ期末・勤勉手当職員手当給　　料

６，５９３千円４，９０４，８５０千円１，１１３，４２９千円８５６，８８９千円２，９３４，５３２千円７４４人２２年度
※職員手当には退職手当を含みません。職員数は、平成２２年４月１日現在の人数です。

（５）職員の初任給の状況（平成２３年４月１日現在）
国座　間　市区　　　　　分

Ⅰ種　１８１，２００円
Ⅱ種　１７２，２００円１８１，２００円大学卒

一般行政職
Ⅲ種　１４０，１００円１４９，８００円高校卒

－学校給食調理員に３３歳で採用の場合
１７５，６００円

技能労務職（職種および採用時
の年齢によって異なります。）

（４）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況（平成２３年４月１日現在）
平均給与月額平均給料月額平均年齢区　　分
４４３，２３０円３３７，１７０円４３．３歳一般行政職
３８３，１７８円２９１，２８１円４５．７歳技能労務職

※「平均給料月額」とは、職種ごとの職員の基本給の平均です。「平均給与月額」とは、給
料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸
手当の額を合計したものです。

（６）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成２３年４月１日現在）
経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区　　　　　分
３６０，５４３円３１７，５００円２７１，９４０円大学卒

一般行政職
３３２，５００円２８２，７００円２３０，４００円高校卒
２９１，８５０円２７６，８６０円２３０，１００円高校卒技能労務職

（７）職員の手当の状況
　①期末手当・勤勉手当

国座　間　市

－１人当たり平均支給額（平成２２年度）
１，４９７千円

（平成２２年度支給割合）（平成２２年度支給割合）
勤勉手当
　　１．３５月分
　（０．６５）月分

期末手当
　　   ２．６月分
　（１．４５）月分

勤勉手当
　  １．３５月分
　（０．６５）月分

期末手当
　　   ２．６月分
　（１．４５）月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
※（　）内は、再任用職員に係る支給割合である。

　②退職手当

国座　間　市
勧奨・定年
３０．５５月分
４１．３４月分
５９．２８月分
５９．２８月分

自己都合
２３．５月分
３３．５月分
４７．５月分
５９．２８月分

定年
３２．７６月分
４１．３４月分
５９．２８月分
５９．２８月分

勧奨
３０．５５月分
４１．３４月分
５９．２８月分
５９．２８月分

自己都合
２３．５月分
３３．５月分
４７．５月分
５９．２８月分

（支給率）
勤続２０年
勤続２５年
勤続３５年
最高限度額

定年前早期退職特例措置
（２～２０％加算）

定年前早期退職特例措置
（２～２０％加算）

その他の加算措置

２７，７９０千円支給実績なし１７，０６１千円１人当たり平均支給額
※退職手当の１人当たり平均支給額は、平成２２年度に退職した職員に支給された平均額です。

　④特殊勤務手当（平成２３年４月１日現在）

全職種区　　　　　分
６，２４８千円支給実績（平成２２年度普通会計決算）
８，３９８円支給職員１人当たりの平均支給年額（平成２２年度普通会計決算）
１６．０％職員全体に占める手当支給職員の割合（平成２２年度）

徴収等手当、感染症等業務手当、有害毒薬物取扱手当、行旅死亡人等取扱手
当、消防出動等手当、防災活動手当、福祉業務手当手当の種類

　⑤時間外勤務手当

平成２２年度平成２１年度区　　分
１８９，５４２千円２０３，４１１千円支給実績
３５８，９８１円２７１，９４０円支給職員一人当たりの平均支給年額

　⑥その他の手当（平成２３年４月１日現在）
　○扶養手当

支　給　月　額
扶養親族の要件

国座間市
１３，０００円１３，９００円配偶者
 ６，５００円 ７，５００円配偶者以外の扶養親族
１１，０００円１１，２００円配偶者がない職員の扶養親族のうち一人
 ５，０００円 ５，５００円満１６歳から満２２歳までの子に対する加算額

　○通勤手当

支　給　月　額
区　分

国座　間　市

運賃等相当額（上限額：５５，０００円）運賃等相当額（上限額：５５，０００円）交通機関等の利用者
（片道２ｋｍ以上）

通勤距離の区分に応じて
２，０００円～２４，５００円

通勤距離の区分に応じて
３，５００円～２４，５００円

自動車等の利用者
（片道２ｋｍ以上）

　○住居手当

支　給　月　額
区　分

国座　間　市
―１５，２００円持ち家

家賃２３，０００円以下 ����� 家賃－１２，０００円
家賃２３，０００円を超え５５，０００円未満
 ���� （家賃－２３，０００円）×１／２＋１１，０００円
家賃５５，０００円以上 �������� ２７，０００円

家賃３０，０００円未満 ��� 家賃額
家賃３０，０００円以上 �� ３０，０００円

借家・
借間

　○管理職手当
　　管理職手当は、管理または監督の地位にある職員に対し、その勤務の特殊性に基づいて
支給する手当です。

副主幹・副技幹主幹・技幹参事・課長次　長部　長
４８，６００円５９，７００円６４，７００円７０，７００円７３，７００円支給額

（８）特別職の報酬等の状況（平成２３年４月１日現在）
退職手当支給方法
（任期ごとに支給）

期末手当支給割合
（平成２２年度）給料（報酬）月額区　分

在職年数×給料月額×４００／１００
３．８５月分８９３，０００円（８０３，０００円）

７２１，０００円（６７０，０００円）
市　長
副市長 在職年数×給料月額×３００／１００

３．８５月分
５２２，０００円　　　　　　
４３４，０００円　　　　　　
４０４，０００円　　　　　　

議　長
副議長
議　員

※市長および副市長の給料月額については、それぞれの在任期間中（　）内の金額に減額し
て支給しています。

（２）年次有給休暇の概要
　労働基準法の規定に従い、原則として１年に２０日の有給休暇が与えられます。

（３）療養休暇の概要
　職員が負傷または疾病のために勤務できない場合、医師の診断書などに基づき、療養のた
めに必要最小限度の期間、休暇を取得することができます。

（４）特別休暇の概要
　年次有給休暇以外にも、特別な事由に該当する場合は、特別休暇が与えられます。休暇の
種類としては、骨髄提供休暇、ボランティア休暇、夏期休暇、結婚休暇、忌引、法要休暇、
生理休暇、産前休暇、産後休暇、看護休暇、リフレッシュ休暇などがあります。

（５）介護休暇の概要
　職員は要介護状態にある家族を介護するために、介護休暇を取得することができます。休
暇は連続する６ケ月の期間内で、１日単位または１時間単位で取得することができます。

（６）育児休業の概要
　職員は自分の子を育児するため、その子が３歳に達する日まで育児休業を取得することが
できます。そのほか、職員が勤務時間の始めまたは終わりに１日２時間まで部分休業を取得
することもできます。また、その子が就学始期に達するまで、職務を完全に離れることなく
育児を行うことができるよう育児短時間勤務制度があります。

４ 職員の分限および懲戒処分の状況
　職員は身分を保障されていますが、一定の事由があれば、分限処分や懲戒処分により職を
失ったり、降任されたり、給料を減額されたりします。
　分限処分とは公務の能率の維持のために行う処分であり、懲戒処分とは公務員としてふさ
わしくない非行があった場合に公務員関係の秩序を維持するために行う処分です。
 ����������������������������������� （平成２２年度）

懲　戒　処　分分　限　処　分
戒告減給停職免職降給休職免職降任
０人０人０人１人０人９人０人０人

６ 職員の研修および勤務成績の評定の状況
（１）人材育成基本方針の概要
　第四次座間市総合計画で掲げる市の将来像「ともに織りなす活力と個性きらめくまち」の
実現を図るため、人材育成をより体系的・総合的に推進し、時代の変化に対応できる高い能
力と意欲を持った職員を育成することを目的として、平成２３年４月に「座間市人材育成基本
方針」を改訂しました。基本方針は、「目指すべき姿」と「具体的な施策と今後の方向」か
ら構成され、より体系的、総合的に人材育成を推進することを目指しています。

（２）職員研修の概要
①研修方針
　職員の一人ひとりが、時代の変化や市民ニーズを的確に捉え、新しい発想で地域の特性を
生かした施策を展開していくことが必要であり、職員には、これまで以上に、豊かな創造力、
新たな課題に積極的に挑戦する意欲や実行力、さらには高い専門性などが求められます。そ
こで、より体系的・総合的に人材育成を推進し、時代の変化に対応できる、高い能力と意欲を
持った職員に育成するために次のとおり重点目標を定めさまざまな研修を実施します。
〈重点目標〉
●● 自己啓発に取り組みやすい職場環境の醸成に努めるとともに、向上心の動機付けを促す
奨励・支援策を講じる。

●● 職員の研修参加意欲を高め、研究、学習、議論等能力開発に取り組む職員を支援する職
場環境の構築について、管理・監督者を中心に、職場全体で職場研修を推進する。

●● 一定の期間、職務から離れ、集中的に高度・専門的な知識、技術を習得できる職場外研
修を充実させる。また、職員が研修へ参加しやすい職場づくりに努める。
②研修体系

（３）職員の勤務成績の評定制度の概要
　市では、地方分権の時代にふさわしい新たな人事評価制度の構築・導入を目指し、平成１８
年度から人事評価制度の試行運用を実施しています。
【平成２３年度試行実施の概要】
○実施期間　平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日
○対　　象　全職員（技能労務職員および短時間勤務職員を除く。）
○内　　容　「業績評価」と「能力評価」で構成し、業績評価は「目標管理」の手法により
評価基準日（翌年１月１日）現在の目標の達成度合いを、能力評価は１年間の職務遂行の
過程で見られた能力を評価

職員研修  

基本研修  

特別研修  

自己啓発  

派遣研修  

７ 職員の福祉および利益の保護の状況
（１）共済組合の概要
　市の常勤職員は、県内の市町村（横浜市、川崎市を除く）が加入する神奈川県市町村職員
共済組合に加入しています（小学校に勤務する給食調理員は、公立学校共済組合に加入して
います）。
　共済組合は、組合員から徴収する掛金と事業主である市からの負担金により運営しており、
大きく分けて短期給付事業、長期給付事業、福祉事業の３事業を行っています。
（２）職員の健康診断などの概要
　労働安全衛生法に基づき、職員の健康診断を年１回定期的に実施しており、疾病の早期発見
や健診結果に基づき産業医による健康指導などを行い、職員の健康管理に努めています。
　定期健康診断のほかにＶＤＴ作業や重量物を扱う業務を行う職員を対象にした特殊健康診断
や、３５歳以上の職員を対象とした成人病検診（胃がん、大腸がん）を実施しています。
　また、座間市職員厚生会において市の補助金により人間ドック受検料の補助を行っています。
（３）公務災害補償の概要
　公務上の災害（負傷、疾病、障害または死亡）または通勤による災害を受けた場合に、そ
の災害によって生じた損害を補償するほか、必要な福祉事業を行い、職員およびその遺族の
生活の安定と福祉の向上に寄与することを目的とする制度です。
（４）安全衛生管理体制の概要
　市では、事業場（清掃、消防、教育委員会、本庁など）ごとに、労働安全衛生法に基づい
て安全衛生委員会を設置しています。
　また、事業場ごとに産業医を置き、職場内の巡視、健康指導・相談を実施しています。

５ 職員の服務の状況
　○服務に関する基本原則の概要

概　　　　　　　　　　要基本原則
職員は全体の奉仕者として、勤務時間中全力で職務遂行しなければいけ
ません。
※人間ドックを受検する場合や職員の厚生に関する計画の実施に参加す
る場合などの際、条例の規定に基づいて、職務専念義務が免除されます。

職務専念義務

職員は職の信用を傷つけたり、職の全体の不名誉となる行為をしたりし
てはいけません。

信用失墜行為の
禁止

営利企業などに従事することは制限されており、従事する場合には許可
を受けなければなりません。

営利企業等の従
事制限

職員は争議行為などが禁止されています。争議行為等の禁止
職員は職務上知り得た秘密を漏らしてはいけません。守秘義務
職員は政党その他の政治的団体の結成などに関与するなどの政治的行為
が禁止されています。

政治的行為の制
限

８ 公平委員会の業務の状況
　市では、地方公務員法第７条第４項の規定に基づき、公平委員会の事務を神奈川県人事委
員会に委託して処理しています。
①勤務条件に関する措置の要求の状況
　職員は、給与などの勤務条件に関して公平委員会に当局が措置を講じるよう要求するこ
とができます。 ��������������������������� （平成２２年度）

年度末
係属件数

処　　理　　件　　数新規申立
件　　数

年度当初
係属件数 計取下げ却　下棄　却申立容認
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③苦情処理の状況
　職員は、任用、給与、勤務時間その他の勤務条件、服務などの人事管理全般に関する苦
情の申し出と相談を公平委員会などにすることができます。

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方公務員の給与水準
を示す指標です。類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイ
レス指数を単純平均したものです。
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（３）ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

②不利益処分に関する不服申立ての状況
　職員は、懲戒その他のその意に反する不利益な処分に関して、公平委員会に不服の申し
立てをすることができます。 ��������������������� （平成２２年度）

年度末
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※「行政職」とは事務職、技術職、保育士、
保健師、消防士などを、「技能労務職」とは
自動車運転手、清掃作業員、給食調理員など
をいい、採用方法は、試験による採用です。

（４）採用者の状況
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（３）年齢別職員構成の状況（平成２３年４月１日現在）
３ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
（１）職員の週休日、休日および勤務時間の概要（平成２３年４月１日現在）
　日曜日および土曜日（週休日）は、勤務しない日になっています。また、「国民の祝日に
関する法律」による休日と年末年始（１２月２９日～翌年１月３日）は勤務が免除されています。
　勤務時間は、午前８時３０分から午後５時１５分までの１日７時間４５分、週３８時間４５分です。

※上記は、標準的な勤務を示したもので、消防署や図書館などは、特別な勤務形態となって
います。

勤務（４時間１５分）休憩（１時間）勤務（３時間３０分）

午前８時３０分　　　　　　　 正午　　　　 午後１時 ���������� 午後５時１５分
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市内の催しや行政情報などは、『ホームページ』http://www.city.zama.kanagawa.jp/ でも案内しています。
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市勢ガイドを配布します

　市内の公共施設を網羅した地図な
どを掲載した市勢ガイドを、このほ
ど改訂しました。同ガイドは１２月上
旬から市内全世帯に戸別に配布しま
す。
担当　　　　　　　広報広聴人権課
　1０４６（２５２）８３２１　5０４６（２５２）０２２０

明るい選挙推進標語が決まる

　平成２３年度「明るい選挙推進標語」
の優秀作品が決まりました。これは、
市明るい選挙推進協議会と市選挙管
理委員会が市内の小学５年生を対象
に募集したものです。応募総数１，１０２
点の中から選ばれた優秀作品は、次
のとおりです（敬称略）。
【最優秀賞】
「願いこめ　明日につながる　その
一票」
小柳満由（座間小）
【優秀賞】
赤松直樹（座間小）、石渡未来（栗
原小）、齋藤響（相模野小）、荻原
颯太（相武台東小）宮嵜愛菜（ひば
りが丘小）、角田英理花（東原小）、
金澤開太（相模が丘小）、山�奈央
（立野台小）、小島聡介（入谷小）、
志村優真（旭小）、小原寧 （々中原小）
　なお、最優秀作品は、明るく正し
い選挙の啓発と推進のために役立て
ていく予定です。
担当　　　　選挙管理委員会事務局
　1０４６（２５２）８４８１　5０４６（２５２）８５３２

県「景気対策特別融資」
（セーフティー別枠）

　県では、東日本大震災や円高の影
響により依然として厳しい経営環境
にある中小企業を支援するため、セ
ーフティネット保証（５号）の認定
を受けた中小企業者を融資対象とす
る「景気対策特別融資（セーフティ
別枠）を次のとおり実施しています。
○対　象　最近３カ月の売上高など
が前年同期と比べ５㌫以上減少し
ている中小企業者など（市での認
定が必要）。
○限度額　８，０００万円
○融資期間　５年超１０年以内（５年
以内の場合は「円高対応特別融資」
をご検討ください。）
○利　率　１．８㌫以内
○申し込み方法　県内の取扱金融機
関
問い合わせ先　県内の取扱金融機関
または県・金融課1０４５（２１０）５６７７、
５６９５
担当　　　　　　　　　商工観光課
　1０４６（２５２）７６０４　5０４６（２５５）３５５０

障がい者福祉の向上を目指して

〈障害者週間〉
　１２月３日（土）から９日（金）ま
では「障害者週間」です。同週間は、

障がい者の福祉についての理解を深
めるとともに、障がい者が社会・経
済・文化・スポーツなど、あらゆる
分野の活動に積極的に参加する意欲
を高めることを目的に定められまし
た。
　市では、身体・知的・精神障がい
者やその家族を支援しています。身
近な相談窓口として、気軽に担当に
ご相談ください。
〈障害者週間にイベントを実施〉
　市では、障害者週間に合わせて障
がい者福祉を身近なことと理解して
いただき、共に支え合う地域を構築
するために、障害者団体、地域作業
所、地域活動支援センターの紹介や、
施設に通所している障がい者による
作品の展示や販売などを次のとおり
実施します。
○と　き　１２月５日（月）～９日（金）
午前９時～午後４時

○ところ　市役所１階市民サロン
担当　　　　　　　　障がい福祉課
　1０４６（２５２）７１３２　5０４６（２５２）７０４３

教育委員会１２月定例会

○と　き　１２月１３日（火）午前９時
３０分～
○ところ　市役所５階教育委員会室
※傍聴や議題について詳しくは、担
当にご確認ください。
担当　　　　　　　　　教育総務課
　1０４６（２５２）８３４７　5０４６（２５２）４３１１

移動図書館ひまわり号巡回日程

▼小松原１丁目児童遊園地＝１日・
１５日前１０時３０分～１１時３０分▼入谷小
学校＝１日・１５日午後２時５０分～３
時４５分▼東原小学校＝２日・１６日午
後２時５５分～３時４５分▼ひばりが丘
南児童館＝３日・１７日午後２時３０分
～３時３０分▼ＮＴＴ栗原社宅＝７日・
２１日午前１０時３０分～１１時３０分▼東原
共同住宅８号棟前＝８・２２日午前１０
時３０分～１１時３０分▼カーサ相模台Ｈ
棟前＝９日午前１０時３０分～１１時３０分
▼栗原小学校＝９日午後２時４５分～
３時４５分※雨天中止。学校への巡回
は時間が変更になる場合があります。
▼中原小学校＝１４日午後２時４５分～
３時４５分
担当　　　　　　　　　　　図書館
　1０４６（２５５）１２１１　5０４６（２５２）５７０４

ソフトバレーボール大会

○と　き　平成２４年１月１５日（日）
午前９時３０分～（午前９時受け付
け）

○ところ　スカイアリーナ座間（市
民体育館）３階大体育室

○競技部門　①ジュニア（小学生）
②一般（中学生以上）③ファミリ
ー（小学生と大人）※①②は初心
者コース・経験者コースあり

○対　象　市内在住者
○チーム編成　１チーム４～６人

（男性のみの編成不可）
○持ち物　室内用運動靴、着替え、
飲み物など

○申込方法　１２月２０日（火）までに
所定の申込用紙に必要事項を記入
し、〒２５２－８５６６座間市役所スポー
ツ課あて郵送、ファクスまたは直
接担当へ

※申込用紙は担当、市内小学校に準
備。市ホームページからダウンロー
ドも可能。
※車で来場の際は、スカイアリーナ
座間第２駐車場（市消防本部前）に
駐車してください。
担当　　　　　　　　　スポーツ課
　1０４６（２５２）８１７７　5０４６（２５５）３５５０

フラワーアレンジメントにトライ

○と　き　１２月１４日（水）午前１０時
～午後３時（市役所ふれあい広場
集合）

○ところ　グリーンハウス市川、座
間洋らんセンター

○内　容　温室見学とクリスマスア
レンジ教室、市内飲食店で昼食

○定　員　３０人（多数抽選）
○参加費　３，０００円（保険、材料費、
昼食代など）

○申込方法　１２月８日（木）までに
電話かファクスで市観光協会へ

問い合わせ先　　　　　市観光協会 
1０４６（２０５）６５１５　5０４６（２０５）６５１６

担当　　　　　　　　　商工観光課
　1０４６（２５２）７６０４　5０４６（２５５）３５５０

市内史跡めぐり
「見て学び座間を愛する心を育む」

○と　き　１２月１７日（土）午前９時
４５分～正午（座間駅西口集合）
○ところ　神井戸～心岩寺～鈴鹿明
神～鈴鹿・長宿街並み～龍源院～
鈴鹿の泉～円教寺～番神水～座間
神社（約２時間）

○内　容　伝統・文化、自然が豊か
に息づいている鈴鹿・長宿地域の
史跡や湧水を巡る

○定　員　３０人（多数抽選）
○申込方法　１２月１０日（土）までに
往復はがきで市観光協会（〒２５２－
００１１相武台３－４８５１－１０２階）へ
問い合わせ先　　　　　市観光協会
　1０４６（２０５）６５１５　5０４６（２０５）６５１６
担当　　　　　　　　　商工観光課 
　1０４６（２５２）７６０４　5０４６（２５５）３５５０

相互提案型協働事業
くらしの防災対策

○と　き　１２月１０日（土）午後１時
～５時

○ところ　北地区文化センター大会
議室（ホール）

○内　容　ざま災害ボランティアネ
ットワークと市の協働により、受
講者に災害時の課題などの解決に
向けて、自ら考えてもらう講座

○対　象　市内在住・在勤者（特に、
自治会・自主防災組織の役員の方）
○定　員　３０人（申込順）
○参加費　無料
○持ち物　筆記用具
○申込方法　１２月９日（金）までに

直接担当へ
担当　　　　　　　　　安全防災課
　1０４６（２５２）７３９５　5０４６（２５２）７７７３

午後のおしゃべりコンサート
～弦楽四重奏って…何？

○と　き　１２月１５日（木）午後２時
３０分～３時３０分
○ところ　新田宿・四ツ谷コミュニ
ティセンター

○曲　目　Ｇ線上のアリア（バッハ）、
となりのトトロ（ジブリアニメよ
り）、弦楽四重奏「鳥」（ハイド
ン）ほか

○演奏者　佐藤有里さん・小沢規子
さん（ヴァイオリン）、小坂ゆか
りさん（ヴィオラ）、多湖あかね
さん（チェロ）

○費　用　無料
○参加方法　直接会場へ
※車での来場はご遠慮ください。
担当　　　　　　　　　生涯学習課
　1０４６（２５２）８４７６　5０４６（２５２）４３１１

月２回開催　ざま市民朝市

○と　き　１２月１１日、２５日いずれも
日曜日午前７時～８時（雨天決行）

○ところ　市役所ふれあい広場（雨
天時は市役所１階アトリウム）

○販売品　地場産野菜、農産物加工
品、肉、肉加工品、花き、市指定
特産品

○持ち物　購入した商品を入れるマ
イバック（買い物袋）

担当　　　　　　　　　　　農政課
　1０４６（２５２）７６０１　5０４６（２５５）３５５０

◆公民館 おもちゃの病院
○と　き　１２月１７日（土）午前１０時
～正午（受け付けは午前１１時３０分
まで）

○内　容　壊れたおもちゃの修理
（修理できない物もあります）

○対　象　小学生以下と保護者
○定　員　２０組（先着順）
○持ち物　筆記用具
○費　用　無料（部品代などがかか
る場合があります）

○参加方法　当日直接同館へ
◆公民館クリスマス会
○と　き　１２月１７日（土）午後２時～
○内　容　「おはなしぐるーぷさく
らんぼ」によるクリスマスのお話
し会、ミニコンサート

※午前１０時３０分から乳幼児向けのク
リスマスおはなし会あり。
○対　象　幼児～小学生
○参加方法　当日直接同館へ

◆北文「子どもクリスマス会」
○と　き　１２月１８日（日）①午前１０
時３０分～１１時１５分②１１時３０分～正
午

○内　容　①楽しいおはなし会②ゆ
かいな人形劇

○対　象　どなたでも（入場自由）
○参加方法　当日直接同センターへ

北地区文化センター
1０４２（７４７）３３６１ 5０４２（７４７）８５４２

市公民館
1０４６（２５５）３１３１ 5０４６（２５２）２７７６
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がきで同センターへ郵送または返
信用はがきを持参の上、直接同セ
ンターへ

◆としょかんクリスマスおはなし会
○と　き　１２月１７日（土）午前１０時
３０分～
○内　容　絵本、パネルシアター、
エプロンシアター、影絵など

○対　象　３歳児～小学生
○定　員　３０人（申込順）
○申込方法　電話または直接同館へ

◆臨時清掃作業員（ごみ収集）
○募集人数　１人
○応募資格　体力に自信のある方
○勤務期間　１２月１９日（月）～平成
２４年１月２０日（金）
○勤務日時　月曜日～金曜日午前８
時３０分～午後５時

○賃　金　時給１，２５６円
○選考方法　面接（１２月７日予定）、
健康診断

○応募方法　市販の履歴書（写真張
り付け）に必要事項を記入し、１２
月６日（火）までに本人がクリー
ンセンター（入谷１－３０８１）へ持
参（受け付けは土曜、日曜日を除
く午前８時３０分～午後５時）

担当　　　　　　　　　資源対策課
　1０４６（２５２）８７２４　5０４６（２５２）７６４１
◆市立保育園臨時・非常勤保育士
非常勤給食調理員兼庁務作業員

○募集人数　①臨時保育士６人程度
②非常勤保育士４人程度③週休対
応非常勤保育士１人程度④非常勤
給食調理員兼庁務作業員４人程度

○応募資格　①～③保育士資格所持
　者④なし
○勤務期間　①平成２４年４月１日～
６カ月間（更新あり）②～④平成
２４年４月１日～平成２５年３月３１日
○勤務日時　①月曜～土曜日（この
間で５日間）午前７時３０分～午後
７時までの間で７時間４５分（ロー
テーション勤務あり）、②月曜～
土曜日（この間で５日間）午前７
時３０分～午後７時の間の４時間で
基本は早朝と夕方勤務③月曜・金
曜・土曜日の３日間の午前８時３０
分～午後５時、土曜日は午前８時
３０分～午後０時３０分④月曜～土曜
日（この間で３日間）午前８時３０
分～午後５時。土曜日は午前８時
３０分～午後０時３０分
○賃　金　①１，１８４円②③１，０６０円④
９４０円
○応募方法　市販の履歴書（写真張
り付け）に必要事項と希望職種を
記入の上、平成２４年１月１１日（水）
までに、本人が直接市役所２階保
育課に持参（①～③は保育士証の
写しを添付）

担当　　　　　　　　　　　保育課
　1０４６（２５２）７２０２　5０４６（２５２）７０４３

○クリスマスコンサート
▽とき＝１２月１８日（日）午後１時３０
分～３時（午後１時開場）▽ところ
＝相武台コミュニティセンター▽内
容＝ざま弦楽アンサンブルによるク

リスマスソングほか▽対象＝どなた
でも▽定員＝１００人▽参加方法＝当
日直接会場へ▽問い合わせ先＝相武
台コミュニティセンター1０４６（２５８）
３００１
○相模野一輪車クラブ「さわやかＺ
ＡＭＡ室内一輪車発表会」
▽とき＝１２月２３日（金・祝）午後１
時～▽ところ＝スカイアリーナ座間
▽内容＝一輪車によるペア・グルー
プ演技の発表▽入場＝自由▽問い合
わせ先＝1０４６（２５４）７４６９（中川）
○介助犬とふれあおう
▽とき＝１２月４日（日）午後１時～
▽ところ＝新田宿・四ツ谷コミュニ
ティセンター▽内容＝介助犬につい
ての説明、デモンストレーション、
介助犬と参加者のふれあい、参加者
の体験▽対象＝小学生以上▽参加方
法＝当日直接会場へ▽問い合わせ先
＝新田宿・四ツ谷コミュニティセン
ター1０４６（２５７）４８７１へ
○市民川柳のつどい
▽とき＝１２月１８日（日）午後１時～
▽ところ＝市公民館▽内容＝川柳句
会（句題：ドラマ・柿・マスク＝各
２句づつ当日提出）、講評・指導あ

◆ワード入門講座
○と　き　平成２４年１月１８日（水）、
２０日（金）、２５日（水）、２７日（金）午前
９時３０分～午後０時３０分（全４回）

○内　容　ワードの始め方、文面の
装飾、はがき作りなどを覚える

○講　師　座間市パソコンサポート
クラブ

○対　象　市内在住・在勤者でマウ
ス操作・文字入力のできる方（市
公民館・地区文化センターでの同
講座の未受講者に限る）

○定　員　１６人（多数抽選）
○参加費　２，２７０円（テキスト代ほ
か）

○持ち物　筆記用具ほか
○申込方法　１２月１６日（金）までに
電話、ファクスまたは直接同セン
ターへ
◆ひがし子どもクリスマス会
○と　き　１２月２４日（土）午前１０時
３０分～正午
○内　容　キャンドル点灯式、パネ
ルシアター、人形劇、大型紙芝居、
サンタさんからのプレゼントほか

○入　場　自由
◆季節の料理教室「年越しそばを作
ろう！」

○と　き　１２月２７日（火）午前１０時
～午後１時

○内　容　手打ちそば作りの体験
○対　象　１６歳以上の方
○定　員　２４人（申込順）
○持ち物　エプロン、マスク、三角
きん、ふきん、持ち帰り用の容器、
筆記用具

○費　用　８００円（材料代）
○申込方法　１２月２０日（火）までに
電話、ファクスまたは直接同セン
ターへ

◆こどもインターナショナルクッキ
ング～パラグアイ編

○と　き　①平成２４年１月１４日（土）
②２月１９日（日）いずれも午前１０
時～午後２時

○ところ　市民健康センター
○対　象　市内在住・在学の小学生
～高校生と保護者（小学４年生以
下は必ず保護者同伴）

○定　員　各回２０人程度（多数抽選）
○持ち物　エプロン、三角きん、ふ
きん、筆記用具

○参加費　各回７００円程度（保険代、
材料費。当日集金）

○申込方法　１２月１８日（日）までに、
参加希望回（①または②）、参加
者全員の氏名、年齢（学年）、住
所、電話番号を明記の上、往復は
がきで郵送または返信用はがきを
持参の上、直接同センターへ

◆こども手作り広場
○と　き　１２月２５日（日）午前１０時
～正午

○内　容　お正月にふさわしい壁掛
けタイプの飾りを作る

○対　象　市内在住の小学３年～６
年生

○定　員　２０人（多数抽選）
○参加費　１，０００円（当日集金）
○持ち物　筆記用具、作品を持ち帰
るための袋、色鉛筆、サインペン

○申込方法　１２月１２日（月）までに
参加者全員の氏名、学年、住所、
電話番号、「お正月をアレンジし
よう」と希望を明記の上、往復は

り▽定員＝２０人（先着順）▽問い合わ
せ先＝座間市川柳会1０４６（２５３）８０７４
（江口）
○フルートで愉しむクリスマスミニ
コンサート
▽とき＝１２月２４日（土）午後２時～
３時３０分▽ところ＝カフェきづき▽
内容＝フルートアンサンブルによる
ミニコンサート（クラシック・クリ
スマスソングなど）▽対象＝どなた
でも▽定員＝２５人（申込順）▽参加
費＝５００円（蒸しケーキ、コーヒーも
しくは紅茶付き）▽申し込み方法＝
電話でＮＰＯ法人きづき1０４６（２４４）
６９１５へ
お詫びと訂正
①本紙１１月１５日号２面「相互提案型
協働事業の募集説明会を開催」の
提案事業で市民協働課が提案を予
定していた協働事業は、都合によ
り取りやめになりました。お詫び
して訂正します。
②本紙１１月１日号６面みんなの広場
に掲載した「語りのまつり」の
内容に、主催する「座間おはなし
会」の団体名が記載されていませ
んでした。お詫びして訂正します。

図書館
1０４６（２５５）１２１１ 5０４６（２５２）５７０４

東地区文化センター
1０４６（２５３）０７８１ 5０４６（２５３）０７８９

青少年センター
1０４６（２５３）８４１１ 5０４６（２５９）２１６３

みんなの広場 

１２月に納めていただくのは
▽市県民税（第４期）▽国民健康保険税（第７期）
※最寄りの市指定金融機関（ゆうちょ銀行を含む）、郵便局、市役所
または各出張所で納めてください。使用料などもお忘れなく。
※納期限を過ぎると、延滞金を納めていただく場合があります。
※毎月第２・第４土曜日午前８時３０分から正午まで、市役所において
市税、国民健康保険税の納付窓口を開設しています（今月は１２月１０
日・２４日）。
※詳しい内容は収納課1０４６（２５２）８０２１へ（国民健康保険税については
国保年金課1０４６（２５２）７００３へ）。

と　こ　ろと　　　き区　分

1０４６（２５２）８４９０
（電話相談も可）

毎週月曜～金曜日午前９時３０分～正午と午後１時
～３時３０分（１４日（水）の相談は午後のみ）

消 費 生 活
（訪問販売・多重債務など）

予約制（電話可）
受付1０４６（２５２）８２１８
市役所１階相談室
※１日午前８時３０分か
ら今月分を受け付け、
いずれも定員になり次
第、締め切ります。な
お、弁護士相談は年間
一人につき１回（２５分
以内）、その他の相談
は一人３０分以内とさせ
ていただきます。相談
される要点をよく整理
してお越しください。

毎月第２・第３・第４火曜日午後６時３０分
～９時
毎月第２・第３・第４水曜日午後１時３０分
～４時３０分

１３日夜
１４日　
２０日夜
２１日　
２７日夜
２８日　

弁 護 士

毎月第３木曜日午前９時３０分～１１時３０分１５日行 政
（国に対する要望）

毎月第２・第３木曜日午後１時３０分～４時
３０分

８日
１５日

行 政 書 士
（相続・遺言書）

毎月第４木曜日午後１時３０分～４時３０分２２日不 動 産
（取引・契約）

毎月第２金曜日午後１時３０分～４時３０分
（８日まで受け付け）９日分譲マンション

（近隣・管理組合）

毎週月曜～金曜日午前９時～午後４時３０分
市 民 一 般

担当　広報広聴人権課 1０４６（２５２）８２１８

1０４６（２５２）８０８７本紙８面「特設人権相談」をご覧ください。６日人 権

市役所１階
広報広聴人権課

毎週月曜・水曜・金曜日午前９時～正午と午後１時
～５時１５分ドメスティック

バイオレンス
担当　広報広聴人権課 1０４６（２５２）８４８３

市役所４階４－１会議室
偶数月第３火曜日午後１時３０分～４時
（電話予約制。１９日までに（社）かながわ住
まい・まちづくり協会1０４５（６６４）６８９６へ）

２０日住まい探し
（高　齢　者）

担当　福祉長寿課 1０４６（２５２）７１２７

市役所１階障がい福祉課毎週月曜・火曜・木曜日午前１０時～正午と
午後１時～３時（予約制（電話可））障 が い 者

就 労 支 援
担当　障がい福祉課 1０４６（２５２）７１３２

ふれあい会館２階毎月第３木曜日午前１０時～午後３時１５日
駐留軍離職者

担当　商工観光課 1０４６（２５２）７６０４

市役所２階子育て支援課
相談専用電話

1０４６（２５５）０５００

毎週月曜～金曜日午前９時～正午と
午後１時～４時（電話可）児 童

市役所２階子育て支援課毎週月曜～金曜日午前９時～正午と午後１時～午後４時
母子・父子家庭

（予約制（電話可））　　　　 　　 担当　子育て支援課 1０４６（２５２）７２０１

青少年センター１階
青少年相談室毎週月曜～金曜日午前９時～午後４時

青 少 年
担当　青少年相談室 1０４６（２５６）０９０７

市役所５階教育研究所毎週月曜～金曜日午前１０時～午後４時教 育

1０４６（２５９）２１６４
（電話相談のみ）毎週月曜～金曜日午前８時３０分～午後６時子どもいじめ

ホットライン
担当　教育研究所 1０４６（２５９）２１６４

市役所５階教育指導課毎週月曜～金曜日午前８時３０分～正午
午後１時～５時（予約制（電話可））就 学

（障がい児対象）
担当　教育指導課 1０４６（２５２）８７３２

相談はいずれも無料です。

１２月の相談日（祝日は除く）
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みみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななででででででででででででで築築築築築築築築築築築築築こここここここここここここううううううううううううう 人人人人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権権権権ののののののののののののの世世世世世世世世世世世世世紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀
～12月4日～10日は人権週間です～～12月4日～10日は人権週間です～

　皆さんは、“人権”という言葉からどんな印象を
受けますか。
　「とても大切なもの」「自由で幸せな毎日を暮ら
すこと」でしょうか。それとも、「何だか堅苦しく
て難しいもの」「自分には関係ないもの」でしょう
か。
　“人権”とは、「人間が人間らしく幸せに生きる
権利で、生まれながらにして誰もが持つ権利」であ
り、とても身近で大切なものです。
　毎年１２月４日から１０日までは、人権週間です。自
分だけではなく、相手のことを思いやり、相手の立
場に立って物事を考える機会にしてみてはいかがで
しょうか。

担当　　　　　　　　広報広聴人権課　1０４６（２５２）８０８７　5０４６（２５２）０２２０

今今月月ののロロビビーーココンンササーートト
「「「「「「「「「「「「「冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬ののののののののののののの贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈りりりりりりりりりりりりり物物物物物物物物物物物物物～～～～～～～～～～～～～クククククククククククククリリリリリリリリリリリリリスススススススススススススマママママママママママママスススススススススススススののののののののののののの街街街街街街街街街街街街街角角角角角角角角角角角角角ででででででででででででで～～～～～～～～～～～～～」」」」」」」」」」」」」

○と　き　１２月１４日（水）午後０時３０分～０時５０分
○ところ　市役所１階市民サロン
○演奏曲　坂本龍一作曲「戦場のメリークリスマス」、賛美歌メドレーほか
○演奏者　ソプラノ上野小百合さん、マリンバ真崎佳代子さん、ピアノ山
本実穂さん

担当　　　　　　　　　　生涯学習課　1０４６（２５２）８４７６　5０４６（２５２）４３１１

市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民自自自自自自自自自自自自自主主主主主主主主主主主主主企企企企企企企企企企企企企画画画画画画画画画画画画画講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座ののののののののののののの企企企企企企企企企企企企企画画画画画画画画画画画画画運運運運運運運運運運運運運営営営営営営営営営営営営営団団団団団団団団団団団団団体体体体体体体体体体体体体ををををををををををををを追追追追追追追追追追追追追加加加加加加加加加加加加加募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集
　自分たちで取り組んでみたいテーマをもとに、市の生涯学習講座を企画
運営してみませんか。広く市民の皆さんに講座への参加を呼び掛け、共に
学習できる「市民自主企画講座」を企画運営する団体を募集します。
　内容や公共性を考慮し、採用が決定した講座については、市の事業とし
て開催までを支援します。
○企画運営団体の条件　（１）市内で継続的に活動している５人以上の会
員を擁すること（２）政治、宗教または営利を目的としないこと

○委託金額　上限５万円
○申込期間　１２月１日（木）～１６日（金）
○申込方法　市役所５階生涯学習課に備え付けまたは、市ホームページか
らダウンロードした事業企画書、収支予算書に必要事項を記入し、直接
担当へ

担当　　　　　　　　　　生涯学習課　1０４６（２５２）８４７２　5０４６（２５２）４３１１

粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗大大大大大大大大大大大大大ごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみののののののののののののの収収収収収収収収収収収収収集集集集集集集集集集集集集のののののののののののののおおおおおおおおおおおおお申申申申申申申申申申申申申ししししししししししししし込込込込込込込込込込込込込みみみみみみみみみみみみみはははははははははははははおおおおおおおおおおおおお早早早早早早早早早早早早早めめめめめめめめめめめめめににににににににににににに
　市では、粗大ごみを申し込み順に有料で収集しています。通常は申し込
みから１週間程度で収集していますが、毎年１２月は申し込みが非常に多い
ため、２週間以上お待ちいただく場合もあります。年内の収集をご希望の
方は、早めにお申し込みください。

申し込み電話番号　０４６（２５２）７５６０
担当　　　　　　　　　　資源対策課　1０４６（２５２）７６５９　5０４６（２５２）７６１６
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 中  村 　 陽 太   ちゃん
なか むら よう た

Ｈ２２．１０．１９生まれ　男

相武台１丁目

 有  本 　
あり もと

 俊 
しゅん

 太 郎   ちゃん
た ろう

Ｈ２２．１１．２２生まれ　男

立野台１丁目

 鶴  間 　
つる ま

 翔 陽
しょう

   ちゃん
よう

Ｈ２３．２．１３生まれ　男

相武台３丁目

 鶴  田 　灯
つる た

   ちゃん
あかり

Ｈ２３．７．９生まれ　女

東原１丁目
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担当　　　　　　　　　　福祉長寿課　1０４６（２５２）８２４７　5０４６（２５６）３６００

３６，９７７，４９９円
※この義援金には、個人・団体や募金活動による義援金も含まれています。
※平成２４年３月３１日まで、義援金の受け付けは延長されています。

これまでお寄せいただいた
義援金（１０月３１日現在）

～～温温かかいいごご支支援援ををおお願願いいししまますす東東東東東東東東東東東東東日日日日日日日日日日日日日本本本本本本本本本本本本本大大大大大大大大大大大大大震震震震震震震震震震震震震災災災災災災災災災災災災災義義義義義義義義義義義義義援援援援援援援援援援援援援金金金金金金金金金金金金金

特設人権相談所を開設
　市人権擁護委員会では、人権週間に合わせて「特設人権相談所」を
次のとおり開設します。
○と　き　１２月６日（火）午前９時～１１時３０分
○ところ　北地区文化センター、東地区文化センター
○費　用　無料
○申込方法　当日直接会場へ
　いずれも相談内容の秘密は固く守られますので、いじめや差別など
の人権侵害、家庭や隣近所のもめ事なども気軽にご相談ください。
　人権擁護委員は、毎月第２火曜日（１２月は特設相談所にて実施）に
市役所で人権相談に応じているほか、各委員の自宅でも相談に応じて
いますので、最寄りの委員に気軽にご相談ください。本市の委員は、
次の皆さんです（敬称略）。

人権問題講演会「心のあやとり～介護する側とされる側」
※手話通訳・要約筆記あり

○と　き　平成２４年２月７日（火）午後１時３０分～３時（開場午後１時）
○ところ　ハーモニーホール座間（市民文化会館）小ホール
○講　師　カウンセラーエッセイスト　羽成幸子さん

○定　員　３００人（申込順）
○参加費　無料
○保　育　平成２４年１月２０日（金）までに要予約
（原則２歳以上／１人につき１００円）
○申込方法　電話、ファクスまたは直接上記担当へ

電話番号住　所氏　名
1０４６（２５３）９３５０南栗原１丁目森田　洋一
1０４２（７４５）６１２４相模が丘２丁目水澤　加奈子
1０４６（２５３）６０８９新田宿池上　春夫
1０４６（２５４）６４６７緑ケ丘４丁目前田　勝義
1０４６（２５３）６６４３さがみ野１丁目増井　文子
1０４６（２５１）８６４９入谷５丁目山本　慶子
1０４６（２５５）６６８６小松原２丁目堀田　直美

年年年年年年年年年年年年年末末末末末末末末末末末末末ののののののののののののの缶缶缶缶缶缶缶缶缶缶缶缶缶・・・・・・・・・・・・・瓶瓶瓶瓶瓶瓶瓶瓶瓶瓶瓶瓶瓶・・・・・・・・・・・・・紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙・・・・・・・・・・・・・布布布布布布布布布布布布布・・・・・・・・・・・・・廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃食食食食食食食食食食食食食油油油油油油油油油油油油油ののののののののののののの収収収収収収収収収収収収収集集集集集集集集集集集集集日日日日日日日日日日日日日
　年内の缶・瓶・紙・布・廃食油の収集日は次のとおりです。年末のため、
通常の収集日が早まる地区があります。日程を確認の上、間違いのないよ
うにしてください。
　なお、ごみなどの年末年始の収集日について、詳しくは本紙１２月１５日号
でお知らせします。

担当　　　　　　　　　　資源対策課　1０４６（２５２）８７２４　5０４６（２５２）７６４１

収　集　日地　区
１２月２１日（水）相模が丘
１２月１６日（金）ひばりが丘、小松原、広野台、さがみ野
１２月１５日（木）栗原中央、南栗原、西栗原、東原
１２月２０日（火）立野台、入谷
１２月１９日（月）座間、新田宿・四ツ谷、明王、緑ケ丘・相武台、栗原

中学生人権ポスター
コンテスト座間市長賞
吉澤美里さん
（栗原中３年）

Ｃ．Ｗ．ニコル氏
の講演を聴いて

【講師プロフィール】
祖父母、父母、姑と身内５人を３０年間におよび介
護。介護する側、される側の心のあり方を独自の
介護哲学で分かりやすく語る。「介護することは、
自分の老いのリハーサル」として、介護体験から
得られること、老いを受け入れて「自分の死に方
を決めておく」ことの重要性などを説く。

熱く語りかけるように話すニコル氏熱く語りかけるように話すニコル氏
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